



























































性別 年齢層 職業 日本語学習年数 日本滞在年数 日本語能力試験
１ 男 20代 大学院生・M1 4年 3年 1級合格
２ 女 20代 大学院生・M1 4年 2.5年 1級合格
３ 女 20代 大学院生・M1 6年 2年 1級合格
４ 女 20代 大学院生・M1 8年 4年 1級合格
５ 女 20代 大学院生・M1 5年 3年 1級合格
６ 女 30代 大学院生・M2 7年 6年 1級合格



































①～て 11 8 9 24 15 ２8 95 6
②～と（引用） ３ 5 10 2 21 41 5
③～が、～（逆
接）
２ 2 1 1 1 1 8 6
④中止形 1 5 1 2 9 4
⑤～ので 1 1 1 5 8 4
⑥～から（理由） 1 2 2 6 11 4
⑦～と（条件） 1 4 5 2
⑧～たあと 1 3 4 2
⑨し（並列） 5 5 1
⑩のに 2 2 1
⑪～ば（条件） 1 1 1
⑫～なら 1 1 1
⑬～ても 1 1 1
⑭～ところに 1 1 1
⑮～ために 1 1 1
⑯～たら 1 1 1
1人あたり使用回数 17 19 32 33 17 84














①～て 5 19 39 15 11 23 112 6
②～と（引用） 5 17 1 6 5 34 5
③～たら 6 １ 7 2
④～ながら １ 1 1 2 5 4
⑤～てから 1 １　 １ 3 3
⑥中止形 1 3 4 2
⑦～ので 2 1 3 2
⑧～から（理由） 4 4 1
⑨～たあと 3 3 1
⑩～と（条件） 3 1 4 2
⑪～とき（に） １ 1 1
⑫～が、～（逆接） 1 1 1
⑬～ために 1 1 1
1人あたり使用回数 13 27 71 22 21 28



































8 5 9 8 3 33 5
②又
（また）
1 3 1 1 1 3 10 6
③之后、以后
（～あと）

















1人あたり使用回数 11 11 15 7 9 7





































①そして 5 1 2 13 21 4
②すると 1 4 2 3 10 4
③で 1 3 3 1 8 4
④でも 3 1 4 2
⑤それから 1 3 4 2
⑥その後 1 2 3 2
⑦そのとき 2 1 3 2
⑧しかし 3 3 1
⑨それで 3 3 1
⑩しばらくして 1 1 2 2
⑪じゃ 2 2 1
⑫また 1 1 1
⑬まず 1 1 1
⑭さらに 1 1 1
⑮そこに 1 1 1
⑯あと 1 1 1
⑰あるとき 1 1 1
⑱そのごろ 1 1 1
⑲なので 1 1 1
1人あたり使用回数 10 7 13 8 6 27















①そのとき ５ ４ 4 1 6 20 5
②で 17 1 18 2
③でも 6 4 2 12 3
④それで 1 10 11 2
⑤そして １ 2 5 1 9 4
⑥また 1 1 2 4 3
⑦それから 3 1 4 2
⑧そしたら 4 4 1
⑨だから １ 1 1 3 3
⑩そのあと １ 2 3 2
⑪しかし 1 2 3 2
⑫まず 1 1 1
⑬このとき １ 1 2 2
⑭最後に 1 1 2 2
⑮これから １ 1 2 2
⑯しばらくして 1 1 2 2
⑰じゃ 1 1 1
⑱同時に 1 1 1
⑲ところで 1 1 1
1人あたり使用回数 9 5 36 21 20 12 


















12 4 29 3 6 54 5
②这个时候
（そのとき）
2 1 2 5 5 7 22 6
③（因為）…所以…
（だから）








1 1 1 1 4 4
⑥从此（以后）
（それから）
1 2 1 4 3
⑦于是
（それで）
1 2 3 2
⑧最后
（最後に）




１人あたり使用回数 18 8 46 17 13 10




































4.  3 学習者の言語使用傾向に関する考察


































4.  3.  2 考察２－文中逆接表現「～が、～」の使用回避
日本語話者が文中に逆接表現を多く使用するのに対し、学習者が文頭を中心にそれを使用する実態が
今回の調査で分かった。本節では、その原因を具体的に考察する。
まず、分析結果から言えば、学習者が「～が、～」という文中の逆接表現をほとんど使用せず、か
わりに「でも」という文頭の接続表現を多用していることが分かった。文頭の逆接表現の使用実態に
ついては、【表５】と【表６】で示したように、日本語話者の談話資料では、「でも」のみが使われ、
使用回数は４回、使用人数は２人であった。一方、学習者の場合は「でも」と「しかし」が使用され
ている。「でも」の使用回数は12回で、使用人数は３人である。「しかし」の使用回数は３回で、使用
人数は２人となっている。また、学習者の中国語文の統計資料（【表７】）をみれば、学習者が母語を
使用する際にも、文中より文頭に逆接の表現を多く使っていることが分かる。また、【表２】と【表
３】の統計データが示したように、日本語話者のJJ文では、「～が、～（逆接）」が６人、のべ８回
使用されている。それ以外の逆接の詞類に関しては、「ても」、「のに」の使用も見られた。これに対し、
学習者のCJ文では、ただ１人が逆接表現の「～が、～」を１回のみ使用している。
このような結果から、逆接の接続表現の使用に関して、日本語話者はそれを文中に多用する傾向が
あるのに対し、学習者は文頭を中心に多くを使用することが分かった。つまり、学習者は上級レベル
になっても、日本語話者のように文中で逆接表現を自然に使用することができていないと考えられ
る。これは、学習者の母語である中国語の複文の構造、特に、中国語の複文で接続詞類が文頭に置か
れる習慣に影響されていると言えよう。その裏づけとして、同じ場面を説明する日本語話者の例文と
学習者の例文を比較し、その逆接の接続詞類の出現位置に注目してみる（下線は逆接の出現位置）。
【日本語話者の日本語の文より】
⑦　 すると、ヤギの子供たちはお客さんが来たと思ってドアを開けようとしましたが、ヤギの子供
のうちの一匹がオオカミの足がドアの下から出ているのを見て、開けてはだめだと言いました。
（JJ2）
⑧　 食べられそうになりましたが、そのコヒツジは、うまくオオカミを矢付けて、追い返しました。
（JJ4）
日本語上級レベル学習者の接続表現の使用状況に関する調査
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【学習者の日本語の文より】
⑨　 でも、子ヤギさんはオオカミのあしを、黒いあしを見ました、ドアの隙間からオオカミのあしを
見ました。（CJ５）
⑩　 でも、もう一人の子ヤギさんがね、あの、壁に掛けている掛け時計を見付かって、そのなかに隠
れていた。（CJ3）
【学習者の中国語の文より】
⑪　 可是呢，小羊们很聪明，他们发现呢大门的底下呢露出了两只灰色的大灰狼的脚，他们就说，你不
是妈妈你是大灰狼。（CC5）
⑫　 可是，幸好有一只小羊他发现了挂在墙上的挂钟。然后他就很快地跑到了那个挂钟里面。（CC３）
上記の例文に示されているように、学習者が文中での「～が、～」の使用を回避し、文頭に接続表
現「そのとき」及び「でも」を多用する実態が見て取れる。このような使用傾向は学習者の中国語文
における逆接接続詞の使用傾向と一致するのである。日本語の逆接の複文に使われる接続詞類は、従
属節の尾部に使用されるのが普通であるのに対し、中国語の「転折復句（逆接複文）」に使われる連
詞（接続詞）は、正句（主節）の頭部に使用されるのが普通である。具体的に言えば、正句（主節）
だけに、「但是（しかし、でも）」、「可是（しかし、でも）」などを用い、転折復句の口調を和らげる
のである。そのため、中国語話者は文中ではなく、文頭に逆接表現を使いがちなのではないかと考え
られる。以上のことから、学習者に口頭表現または文章表現を指導する際、日本語の接続表現の特徴
と学習者の母語の接続表現の特徴の相違を意識させ、より自然な複文の表現に気付かせる指導が必要
であると考える。
5.  まとめ
本研究では、日本語母語話者のストーリーテリング資料をモデルとし、上級レベルの学習者（中国語
母語話者）の談話における問題点について調査を行った。学習者が上級レベルになっていてもなお、
母語の表現構造に影響されることに関して、いくつかの使用傾向とその原因を明らかにした。
　学習者の接続表現の使用は日本語話者と違い、文頭に集中していることが分かった。また、「その
とき」のような時間にかかわる表現が日本語話者に比べ、多用されていることが分かった。この差異
が生じる背景には学習者の母語である中国語の表現構造が日本語と異なっている事情があり、学習者
はそれに影響されていることを明らかにした。
はやい段階から中国語を母語とする学習者に母語と日本語の構文上の違いを認識させ、より自然な
表現を気付かせる指導が必要となってくる。今後、中国語母語話者以外の学習者にも同様のストー
リーテリングテストを行いたい。学習者の母語別に接続表現の使用傾向を分析するならば、その結果
は日本語教育だけではなく各言語の第二言語教育に活かせるであろう。
注
１　田代ひとみ（1995）「中上級日本語学習者の文章表現の問題点－不自然さ・わかりにくさの原因をさぐる－」
を指す。
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